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【手続補正書】
【提出日】平成27年11月18日(2015.11.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ機器(UE)にスケジュールメッセージを送信するステップであって、前記スケジュ
ールメッセージがセルブロードキャストチャネル用のタイミングを規定するスケジューリ
ング情報を含む、ステップと、
　前記スケジュールメッセージの後でセルブロードキャストメッセージを送信するステッ
プであって、前記セルブロードキャストメッセージが前記スケジューリング情報の一部分
を含む、ステップと
を含む、ワイヤレス通信の方法。
【請求項２】
　前記スケジューリング情報が、前記UEに1つまたは複数のセルブロードキャストメッセ
ージを搬送するように割り振られた1つまたは複数のタイミングスロットを規定する、請
求項1に記載の方法。
【請求項３】
　前記スケジューリング情報が、前記セルブロードキャストチャネル用の不連続受信スケ
ジュールを規定する、請求項1に記載の方法。
【請求項４】
　前記スケジューリング情報の一部分が、前記UEに次のセルブロードキャストメッセージ
を搬送するように割り振られた、前記セルブロードキャストチャネル内のスロットを規定
する、請求項1に記載の方法。
【請求項５】
　前記スケジューリング情報の一部分が、前記UEに次のスケジュールメッセージを搬送す
るように割り振られたスロットを識別するように適合された、請求項1に記載の方法。
【請求項６】
　前記セルブロードキャストメッセージが、前記セルブロードキャストメッセージのヘッ
ダ内のスケジューリング情報の存在のインジケータを含む、請求項1に記載の方法。
【請求項７】
　前記インジケータが、ブロックタイプオクテット内またはページパラメータフィールド
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内で提供される、請求項6に記載の方法。
【請求項８】
　少なくとも1つのプロセッサと、
　前記少なくとも1つのプロセッサに結合されたメモリと、
　前記少なくとも1つのプロセッサに結合された通信インターフェースと
を備え、
　前記少なくとも1つのプロセッサが、
　　ユーザ機器(UE)にスケジュールメッセージを送信することであって、前記スケジュー
ルメッセージがセルブロードキャストチャネル用のタイミングを規定するスケジューリン
グ情報を含む、送信することと、
　　前記スケジュールメッセージの後でセルブロードキャストメッセージを送信すること
であって、前記セルブロードキャストメッセージが前記スケジューリング情報の一部分を
含む、送信することと
　を行うように構成される、
ワイヤレス通信用に構成された装置。
【請求項９】
　前記スケジューリング情報が、前記UEに1つまたは複数のセルブロードキャストメッセ
ージを搬送するように割り振られた1つまたは複数のタイミングスロットを規定する、請
求項8に記載の装置。
【請求項１０】
　前記スケジューリング情報が、前記セルブロードキャストチャネル用の不連続受信スケ
ジュールを規定する、請求項8に記載の装置。
【請求項１１】
　前記スケジューリング情報の一部分が、前記UEに次のセルブロードキャストメッセージ
を搬送するように割り振られた、前記セルブロードキャストチャネル内のスロットを規定
する、請求項8に記載の装置。
【請求項１２】
　前記スケジューリング情報の一部分が、前記UEに次のスケジュールメッセージを搬送す
るように割り振られたスロットを識別するように適合された、請求項8に記載の装置。
【請求項１３】
　前記セルブロードキャストメッセージが、前記セルブロードキャストメッセージのヘッ
ダ内のスケジューリング情報の存在のインジケータを含む、請求項8に記載の装置。
【請求項１４】
　前記インジケータが、ブロックタイプオクテット内またはページパラメータフィールド
内で提供される、請求項13に記載の装置。
【請求項１５】
　ユーザ機器(UE)にスケジュールメッセージを送信するための手段であって、前記スケジ
ュールメッセージがセルブロードキャストチャネル用のタイミングを規定するスケジュー
リング情報を含む、手段と、
　前記スケジュールメッセージの後でセルブロードキャストメッセージを送信するための
手段であって、前記セルブロードキャストメッセージが前記スケジューリング情報の一部
分を含む、手段と
を備える、ワイヤレス通信用に構成された装置。
【請求項１６】
　前記スケジューリング情報が、前記UEに1つまたは複数のセルブロードキャストメッセ
ージを搬送するように割り振られた1つまたは複数のタイミングスロットを規定する、請
求項15に記載の装置。
【請求項１７】
　前記スケジューリング情報が、前記セルブロードキャストチャネル用の不連続受信スケ
ジュールを規定する、請求項15に記載の装置。
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【請求項１８】
　前記スケジューリング情報の一部分が、前記UEに次のセルブロードキャストメッセージ
を搬送するように割り振られた、前記セルブロードキャストチャネル内のスロットを規定
する、請求項15に記載の装置。
【請求項１９】
　前記スケジューリング情報の一部分が、前記UEに次のスケジュールメッセージを搬送す
るように割り振られたスロットを識別するように適合された、請求項15に記載の装置。
【請求項２０】
　前記セルブロードキャストメッセージが、前記セルブロードキャストメッセージのヘッ
ダ内のスケジューリング情報の存在のインジケータを含む、請求項15に記載の装置。
【請求項２１】
　前記インジケータが、ブロックタイプオクテット内またはページパラメータフィールド
内で提供される、請求項20に記載の装置。
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